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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第113期

第１四半期

連結累計期間

第114期

第１四半期

連結累計期間

第113期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 （千円） 4,068,465 4,323,549 17,206,521

経常利益 （千円） 10,615 174,437 560,720

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失(△)

（千円） △29,043 98,724 18,037

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △26,187 106,410 114,242

純資産額 （千円） 6,159,645 6,301,550 6,256,581

総資産額 （千円） 16,373,198 17,219,560 16,524,156

１株当たり四半期（当期）純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

（円） △2.02 6.88 1.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.6 36.6 37.9

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  第113期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額は記載しておりません。

３  第113期、第114期第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額は記載しておりません。

４  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は43億23百万円となり、前年同四半期連結累計期

間（以下、「前年同四半期」）に比べて２億55百万円の増収となりました。

損益面におきましては、営業利益は１億80百万円（前年同四半期比１億58百万円増）、経常利益は１億

74百万円（同１億63百万円増）、四半期純利益は98百万円（前年同四半期は29百万円の四半期純損失）

の計上となりました。

　

[セグメント別の売上高の概況]

区    分
前年同四半期

当第１四半期

連結累計期間
増  減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　 　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 1,310 32.2 1,697 39.2 387 29.6

機能材部門 832 20.5 873 20.2 41 5.0

機能樹脂部門 524 12.9 439 10.2 △85 △16.3

化成品部門 1,321 32.5 1,227 28.4 △94 △7.1

化学工業セグメント 3,989 98.1 4,238 98.0 248 6.2

その他 78 1.9 85 2.0 6 8.1

合    計 4,068 100.0 4,323 100.0 255 6.3

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、42億38百万円となり、前年同四半期と比べて２億48百万円の増収となりま

した。

(精密化学品部門)

農薬中間体や樹脂原料の出荷数量が増加したため、売上高は16億97百万円となり、前年同四半期と比

べて３億87百万円の増収となりました。
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(機能材部門)

接着剤・ゴム薬品ともほぼ前年同四半期なみの出荷数量であったことから、売上高は８億73百万円

となり、前年同四半期と比べて41百万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂・ワニスとも出荷数量が減少したため、売上高は４億39百万円となり、前年同四半期と比べ

て85百万円の減収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は原料価格の上昇に伴う販売価格の適正化に努めたものの、出荷数量が減少したことにより、

売上高は12億27百万円となり、前年同四半期と比べて94百万円の減収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、土壌分析業務が増加したため85百万円となり、前年同四半期と比べて

６百万円の増収となりました。

　

(2)  財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて1.6％減少し、92億51百万円となりました。これは、主として受

取手形及び売掛金が減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて11.9％増加し、79億68百万円となりました。これは、主として樹

脂原料製造設備の増強等による設備投資額が、減価償却費等による減少を上回ったことによるものです。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の総資産額は172億19百万円となり、前連結会計年度末と比べ

て６億95百万円の増加となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べて5.7％増加し、80億92百万円となりました。これは、主として１

年内返済予定の長期借入金や賞与引当金の減少を、樹脂原料製造設備の完成等による未払金（流動負債

その他）の増加が上回ったことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて8.3％増加し、28億25百万円となりました。これは、主として長

期借入金の増加によるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて6.3％増加し、109億18百万円となりました。

（純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べて0.7％増加し、63億１百万円と

なりました。これは、主として配当の実施を四半期純利益の計上が上回ったことによる利益剰余金の増加

によるものです。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた問題はありません。

　

(4)  研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は１億49百万円であり

ます。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②  【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年６月30日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 85,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,235,00014,235 －

単元未満株式 普通株式 120,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 － 14,235 －

(注) １ 「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式361株が含まれております。

２  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

②  【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国

四丁目２番11号
85,000 － 85,000 0.59

計 － 85,000 － 85,000 0.59

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 334,942 256,778

受取手形及び売掛金 ※１
 4,654,407

※１
 4,492,926

商品及び製品 2,379,059 2,290,760

仕掛品 59,570 59,479

原材料及び貯蔵品 1,374,107 1,412,827

その他 603,622 738,738

貸倒引当金 △44 △11

流動資産合計 9,405,665 9,251,500

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,440,861 6,616,443

減価償却累計額 △4,539,309 △4,566,793

建物及び構築物（純額） 1,901,551 2,049,649

機械装置及び運搬具 17,301,619 17,958,379

減価償却累計額 △14,719,834 △14,775,890

機械装置及び運搬具（純額） 2,581,784 3,182,489

その他 2,974,811 3,092,436

減価償却累計額 △1,183,522 △1,207,424

その他（純額） 1,791,288 1,885,011

有形固定資産合計 6,274,624 7,117,150

無形固定資産 18,333 21,989

投資その他の資産

その他 834,331 837,719

貸倒引当金 △8,800 △8,800

投資その他の資産合計 825,531 828,919

固定資産合計 7,118,490 7,968,060

資産合計 16,524,156 17,219,560
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 3,811,246

※１
 3,703,182

短期借入金 1,420,000 1,770,000

1年内返済予定の長期借入金 898,000 378,000

未払法人税等 46,647 5,330

賞与引当金 374,800 174,901

その他 ※１
 1,107,069

※１
 2,061,391

流動負債合計 7,657,763 8,092,806

固定負債

長期借入金 974,000 1,195,000

退職給付引当金 1,371,754 1,375,812

その他 264,057 254,390

固定負債合計 2,609,811 2,825,203

負債合計 10,267,574 10,918,009

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,671,592 3,708,875

自己株式 △22,903 △22,903

株主資本合計 6,229,444 6,266,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,724 37,899

為替換算調整勘定 △10,588 △3,076

その他の包括利益累計額合計 27,136 34,823

純資産合計 6,256,581 6,301,550

負債純資産合計 16,524,156 17,219,560
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 4,068,465 4,323,549

売上原価 3,470,999 3,501,739

売上総利益 597,466 821,810

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 115,089 123,893

給料手当及び福利費 218,048 207,531

退職給付引当金繰入額 11,103 7,209

役員退職慰労引当金繰入額 4,143 －

研究開発費 132,264 149,617

その他 94,058 152,615

販売費及び一般管理費合計 574,707 640,867

営業利益 22,759 180,943

営業外収益

受取利息 37 1,236

受取配当金 1,953 12,736

その他 2,648 1,911

営業外収益合計 4,639 15,883

営業外費用

支払利息 10,523 7,951

為替差損 6,259 14,086

その他 0 351

営業外費用合計 16,783 22,389

経常利益 10,615 174,437

特別損失

固定資産除却損 14,867 3,276

関連事業損失 ※１
 31,146

※１
 5,959

特別損失合計 46,013 9,235

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△35,398 165,201

法人税、住民税及び事業税 6,669 1,897

法人税等調整額 △13,024 64,580

法人税等合計 △6,354 66,477

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△29,043 98,724

四半期純利益又は四半期純損失（△） △29,043 98,724
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△29,043 98,724

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,603 174

為替換算調整勘定 9,459 7,511

その他の包括利益合計 2,855 7,686

四半期包括利益 △26,187 106,410

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △26,187 106,410
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間から、田岡淀川ジェネラルサービス株式会社は重要性が低下したことにより、連結の

範囲から除外しております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合に

は、当該原価差異を繰延べております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　※１  満期手形および期日現金決済（手形と同条件で手形期日に現金決済する方式）の会計処理は、手形交換日または

期日現金決済日に行っております。なお、当第１四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の

同日現在の満期手形等が当第１四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

　 前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形及び売掛金 604,104千円 643,053千円

支払手形及び買掛金 488,473千円 429,616千円

その他（流動負債） 67,073千円 41,799千円

　

(四半期連結損益計算書関係)
　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

※１  関連事業損失は、子会社の事業構造転換費用であ

ります。

※１  関連事業損失は、子会社の清算関連費用でありま

す。
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

減価償却費 221,846千円 230,930千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 43,072 3.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 43,063 3.00平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）
　

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,989,686 78,779 4,068,465 － 4,068,465

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ 229,199 229,199△229,199 －

計 3,989,686307,9784,297,665△229,1994,068,465

セグメント利益
又は損失（△）

△10,084 30,251 20,167 2,591 22,759

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益の調整額2,591千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）
　

報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,238,410 85,139 4,323,549 － 4,323,549

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ 17,016 17,016 △17,016 －

計 4,238,410102,1554,340,566△17,016 4,323,549

セグメント利益 153,167 7,085 160,252 20,690 180,943

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２  セグメント利益の調整額20,690千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) △2円02銭 6円88銭

  (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △29,043 98,724

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額
   又は四半期純損失金額(△)(千円)

△29,043 98,724

   普通株式の期中平均株式数(千株) 14,357 14,354

(注) １  前第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額は記載しておりません。

２  当第１四半期連結累計期間は潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は記

載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月13日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    尾    正    孝    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    友    之    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡
化学工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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